
浦安市少年野球連盟規約 

 

 

第１章 総 則 

第１条   本連盟は、浦安市少年野球連盟（以下、連盟）と称し、浦安市野球協会に属する。 

第２条   連盟は、事務所を浦安市教育委員会に置く。 

              

第２章 目的および事業 

（目   的） 

第３条   連盟は、少年野球の興隆発展に努め、青少年の健全な育成及び体位の向上と相互 

        の親睦を図ることを目的とする。 

（事   業） 

第４条   連盟は、前条の目的を達成する為に、次の事業を行う。 

（１）     少年野球大会の開催及び後援 

（２）     青少年、指導者の野球技術向上の為の講習会等の開催 

（３）    その他、目的を達成する為の必要な事業の実施 

    

第３章 会 員 

（会   員） 

第５条   連盟の会員は、所定の登録手続きを完了し、登録認定を受けた軟式少年野球クラブ 

チーム（以下、構成会員）とする。 

 

第４章 登録資格 

（登 録 資 格） 

第６条   構成会員は、浦安市内に居住する小学生の少年少女(以下、選手)と、浦安市内に居 

  住または勤務する満２０歳以上の成人による代表者または責任者により編成された 

   チームであること。 

第７条   構成会員は、新規加盟時および年度更新時に、責任者・指導者・選手の登録手続き 

  を行い、所定の登録費（年間１５，０００円）を連盟に納めること。登録費が未納の場 

        合は、連盟への加盟を認めない。 

第８条   登録選手は、全て保護者の了解のもとに登録し、その安全と健康の管理から財団法 

  人スポーツ安全協会傷害保険に加入すること。 

第９条   選手・指導者の新加入や、構成会員間の異動により登録内容に変更が生じた場合 

  は、速やかに所定の登録申請の手続きを行うこと。 

  尚、構成会員間の引き抜き行為等を防ぐため、高学年（５・６年生）選手のチーム移 

  籍については、双方構成会員の代表者・責任者の了承を得た上で、円滑に進めなけ 

  ればならない。 



 

第５章 役 員 

（役   員） 

第１０条  連盟に、以下の役員を置く。 

       会長１名、副会長２名、理事長１名、事務局長１名、会計部長・副部長各 1名、事業 

        部長１名、審判部長・副部長各１名、監事２名を置き、常任理事とする。 

        また、構成会員より推挙された数名の理事を置き、常任理事と合わせ、計２０名程度 

        の役員を置く。 

       なお、会長は、自らの推薦により、顧問を委嘱することができる。 

第１１条  役員は、役員会において選出し、総会の承認を得て改選するものとする。役員の任 

       期は２年とし、再任を妨げない。 

第１２条  会長及び副会長は、総会で推挙する。 

（１）    会長は、連盟を代表し会務を統括する。 

（２）     副会長は、会長を補佐し、会長が不在の時は、その職務を代行する。 

第１３条   事務局長、会計部長、会計副部長、事業部長は、会長が指名し、総会の承認を得る 

ものとする。 

各部局長が欠けた場合は、会長が指名し、役員会において代行を決定し代理する。 

（１）    事務局長は、連盟の事務局を担当する。 

（２）    会計部長は、連盟の財政を担当し、会計副部長はその補佐、代行を担当する。 

（３）    事業部長は、連盟の諸事業の企画・運営、設備管理に関する業務を担当する。 

 第１４条  理事長、監事は、理事からの互選とし、総会の承認を得るものとする。 

理事長、監事が欠けた場合は、役員会において代行を決定し代理する。 

（１）   理事長は、連盟すべての業務に関する連絡調整を行い、諸事業および各役員との調  

   整に関する業務を担当する。 

（２）   監事は、連盟の財政状況を監査し、総会においてその報告を行う。 

 第１５条  審判部長、審判副部長は、審判部からの推挙とし、総会の承認を得るものとする。 

        審判部長が欠けた場合は、審判部会において代行を決定し代理する。 

（１）    審判部長は、連盟が開催する大会及び講習会において審判に関する業務を担当し、   

審判副部長はその補佐、代行を担当する。 

 第１６条  その他、他管・他団体へ派遣する渉外担当役員を、常任理事会の承認を得た上で置 

        くことができる。 

（１）    千葉県少年野球連盟事務局員（事業部・総務部・審判部） 

（２）    千葉県スポーツ少年団事業担当 

（３）    その他、連盟の目的を達成するために必要な事業担当 

 

第６章 会 議 

（会   議） 

第１７条  連盟の会議は、総会・役員会・常任理事会・責任者会議とする。 



第１８条  総会は、連盟の最高意思決定機関であり、構成会員の代表者 1 名及び役員により

構  

       成し、議事は構成会員代表者の過半数の出席をもって、決する。 

第１９条  総会は、毎年１回定時に招集する。会長が必要と認めた時は、臨時に招集すること 

       ができる。 

 

第２０条  総会は、次の事項を審議決定する。 

（１）    年間事業並びに収支決算報告 

（２）   年間事業計画並びに収支予算承認 

（３）   役員の選出および承認 

（４）   規約の改定 

（５）   その他、必要な事項 

 

第２１条  役員会、常任理事会は、第５章第１０条の役員、常任理事で構成し、会長が必要に 

       応じ招集し、その議長となる。 

        役員会、常任理事会は、役員の出席者の過半数をもって決するが、常任理事会で議 

        決された重要な事項については、役員会において承認を得るものとする。 

 第２２条  責任者会議は、連盟が開催する大会前に、会長が浦安市少年野球大会特別規則 

        （以下「大会規則」という。）に基づき構成会員の責任者を招集し、大会運営に関する 

        事項を、報告、審議決定する。 

 第２３条  その他、連盟の目的を達成する為に必要な事業や大会を実施するため、必要に応じ 

        て各種委員会等を、役員会の承認を得た上で設置することができる。 

 

第７章 会 計 

（会   計） 

第２４条  連盟の会計年度は、4月 1日に始まり翌年 3月 31日で終わる。 

（１）    会計年度に余剰金がある時は、翌年に繰り越す。 

 第２５条  連盟の経費は、登録費、大会参加費、協会補助金、寄付金及びその他の収支をもっ 

        て支弁とする。 

        連盟活動に係る役員の経費（交通費など）は実費精算とし、連盟会計が負担する。 

        但し、他管主催団体等より支給された経費がある場合は、その相当額を除くもの 

とする。 

 第２６条  会長は、毎会計年度歳入出予算を編成し、総会の議決を経なければならない。 

 

第８章 組 織 

（組    織） 

 第２７条  連盟の事業を遂行するため次の部局を置き、それらは、部局長、副部局長、担当す 

        る役員等で構成する。 



（１）    事務局 

（２）    会計部 

（３）    事業部 

（４）    審判部 

（５）    その他、会長が必要と認めた部局 

 第２８条  部局長の選任は、第５章第１３条および第１５条に則り行う。 

 第２９条  部局は、次の通り職務を分掌する。 

（１）     事務局は、連盟の規約を所管し、会議等の招集案内、進行補佐、記録の保持や、事 

        務連絡その他の事務を遂行する。 

（２）     会計部は、連盟の資金・資産管理等、財政全般（計画・決算）の業務を遂行する。 

（３）    事業部は、連盟の諸事業の企画・運営、球場設備管理に関する業務を遂行する。 

（４）    審判部は、審判部会を組織し、連盟が開催する大会における試合、審判に関する一 

   切の権限を有する。また、連盟の大会規則を所管する。 

   講習会等を企画・実施し、連盟の審判員育成に努める。 

 

第９章 附 則 

 第３０条  本規約の改正は、総会の決議を経なければならない。 

 第３１条  本規約執行は、別途定める大会規程による。 

（１）     大会に関する事項は、別途定める浦安市少年野球大会特別規則による。 

（２）     審判部会に関する事項は、別途定める審判部規程による。 

  第３２条  本規程は、昭和５４年４月 1日より施行する。  

  第３３条  令和２年３月２４日一部改正する。 

 


